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§１．研究実施体制 
 
（１）「細田」グループ（東北大学） 
研究開発代表者：細田 千尋 （東北大学大学院情報科学研究科、准教授） 
研究項目 

・POC1: 特性的個性推定 
・POC2: 転移と繋がりのエビデンス 
・POC3: 個性クラスタリング 

 
（２）「塚田」グループ（はこだて未来大学） 
主たる共同研究者：塚田 浩二 （公立はこだて未来大学システム情報科学部、准教授） 
研究項目 

・POC1: 状態的個性計測システム 
・POC1: 状態的個性推定 
・POC3: 個別最適ナッジシステム 

 
（３）「五十嵐」グループ（お茶の水女子大学） 
①主たる共同研究者：五十嵐 悠紀 （お茶の水女子大学理学部、准教授） 
② 研究項目 

・POC2: 学習転移の実証 
・POC3: 個性の可視化 
・POC3: CG を利用した支援 

 
§２．研究開発成果の概要 
本研究では、脳機能・構造情報を利用した特性的個性・状態的個性の作成、達成感/well-being を誘引する

要因の解明、個別最適化教育システムプロトタイプ作成を実施した。また、現場への応用として、教育やスポー

ツの分野での実践や、開発ツールを用いたワークショップを行った。以下に、各グループの内容と成果を示す。 
細田グループでは、従来定量指標のない能力を評価するテストバッテリーを用いて、それに基づく脳特徴量

との関係について検討した。達成感、空間把握能力、落ち込みやすさをテストバッテリーで評価し、それぞれの

能力に関連する脳情報を解析パイプラインから同定した。また、現場への応用として、大規模な教育データの解

析と、スポーツトレーニング状況を記録するアプリの開発と実践を行った。 
塚田グループでは、個人に適応した学習支援のためのナッジシステムを試作した。筆記状況や学習時間を

LED で表示するペン型システム、PC 作業中のユーザと PC の音声を記録し可視化する音声ライフログシステ

ム、ゴミ捨てのタイミングやゴミの状態をフィードバックするゴミ箱型デバイスを試作した。 
五十嵐グループでは、個人の能力や好みに応じた体験を提供する手法を開発した。再設計アルゴリズムを組

み込んだ個別最適化された設計・制作ツールと、苦手な食事も楽しく食べられるようにする食品拡張手法を開発

した。 
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